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た時と夜寝 る時,若 さと老いを対比 している
かのようです。上は,未来に向かってその成
功を祈 り,楽観的に行動を起 こす人の図で,
その反対に下は,過去を振り返 りその失敗を
悔やみ,悲 観的に思考する人の図ともいえる
で しょう。例えば上は発展途上国の希望,下
は発展を遂てしまった国の悪夢といえるかも
しれません。
私は建築 と写真と両方の分野で仕事をして
います。建築 と写真という異なった二っの媒
体は,環境 というものに対 してどのように働
きかけ,ど のように思考するので しょうか。
この絵を参考にしたのはほかで もありません。
それはこの問いに答えを与えている,即 ち,
建築 と写真 という二っの媒体の本質的な差を
あらわしているように思えるからです。端的
にいえば,上 の絵は建築家の世界観を示 し,
下の絵 は写真家の世界観を示 しているかのよ
うです。建築家は,環境の具体的な問題に対
し,具体的な解決を提案 し,その実施によっ
て環境をより優れたものにす るべ き倫理的な
義務を背負 っています。建築家は職業柄か ら
して 「建設的」でなければならないのです。
写真家はというと,環境をよりよくしなけ
ればならないという義務 はありません。そも
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そも写真家は環境を撮影することはあっても,
環境を変えることはできないか らです。写真
家に義務があるとすれば,それは環境の認識
を深めることにあります。環境とは人が正 し
く意図 してつくったものだけではなく,人の
誤った意図に従 ってできたもの,意図せずに
できたもの,意 図に反 してできてしまったも
のなどすべてを含みます。現存する環境は折
衷的であるのがその必然であり,過去のあら
ゆる時間にできた環境が積層 して存在 してい
ます。また環境というものは,四季や一 日の
あいだの光の移り変わりにより絶えず変化 し
ています。このような複雑な存在である環境
を総合的に,ま た最も確かな具体性をもって,
視覚にうったえる記録として残すのが写真な
のです。写真家は 「認識的」でしかありえな
いのです。
日本の既存の環境を踏まえて新 しい建築を
っくるということは,日本の環境にある程度
の希望をもたらすものであると私は考えてい
ます。建築の仕事をしているとき,私 は日本
の環境にっき,「建設的」 であろうとしてい
るのです。
しか し私の建築がいかに 「建設的」であろ
うと,その建築を含む日本の環境全体の悪夢
を変えることは難 しいのです。その難 しさに
抵抗するのではなく,その悪夢を自分 と無関
係のものではな く,自らのものとして把握す
るのが写真です。写真を撮るとき私は 「認識
的」であろうとしています。それは建築には
ない,写真独自の役割でもあります。
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